
1

整数と小数

15　28　31　44　50　65
右、3.76、37.6、376
左、28.5、2.85、0.285

1㋐1　㋑4　㋒5　㋓6　㋔3
2㋐100　㋑10　㋒1　㋓0.1　㋔0.01
いちばん大きい数…86.421
いちばん小さい数…12.468

16.84　27050
30.392　481.3

1254　21.9　35200
44.79　50.8317　60.02064

いちばん大きい数は、十の位にいちばん大きい8を
入れ、順に数を小さくしていきます。いちばん小さ
い数は、十の位にいちばん小さい1を入れ、順に数
を大きくしていきます。
整数や小数を 10倍、100倍、1000倍すると、
小数点は、それぞれ右へ1けた、2けた、3けた移

うつ

ります。

整数や小数を 10
1 、100

1 、1000
1 にすると、小数

点は、それぞれ左へ1けた、2けた、3けた移りま
す。

1
2ページ

1
2
3

3ページ
1

2

3

4

2

3

教育出版版　算数５年

MKS5da.ai

https://www.shinko-keirinwebshop.com/shinko/2024pt/rakurakudegi/MKS5da/index.html

23/12/14 ぴったり _教出算数５年 _解答

抜校



2

1㋐3　㋑6　㋒9　㋓2　㋔8
2㋐100　㋑10　㋒1　㋓0.1　㋔0.01
19.8701　20.9871

10.249　20.517
30.182　4268
541.6　61680

1169　2470　315
443.8　50.9034　60.00054

1一の位にいちばん大きい9を入れ、順に数を小さ
くしていきますが、小数のいちばん下の位は0に
できないので、0と1を入れかえます。

21.0789は1より 0.0789大きく、0.9871は
1より 0.0129小さいので、0.9871の方が1
に近い数です。

1 10
1 にしたときは小数点が左へ1けた移

うつ
るので、

一の位が0になります。
61000倍したときは小数点が右へ3けた移るの
で、一の位が0になります。

2100倍したときは小数点が右へ2けた移るので、
一の位が0になります。

㋐100

㋑ 100
1

㋐0.7
㋑1.9

0.26*3=0.78

26 *3= 78
100

1

1の 10
1 は0.1です。いちばん小さいめもりは0.1

なので、㋐は 0.7です。

体積

115　27　335　44
2130　230　330
14、6、8
24、4、4

172 cm$　250 cm$ 1たてに3個
こ
、横に6個ならんでいるので、

3*6=18で、1だんに 18個ならんでいます。
それが4だんあるから、18*4=72 72 cm$

2正面から見た立方体は
右のようになります。
これが後ろにもう1列
あるから、2倍して
25*2=50 50 cm$

10.5 cm$　20.5 cm$

1126 cm$　2216 cm$

1も2も、同じ形をもう1つ組み合わせると、1辺
が1cmの立方体になり、その体積は1cm$です。
その半分の体積だから、1も2も体積は、
1/2=0.5で、0.5 cm$になります。
16*7*3=126 126 cm$
26*6*6=216 216 cm$
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3

4cm 高さを□cmとすると、体積について、
3*7*□=84となります。
□=84/3/7=4 4cm

15　27　33　4105
11100　2150　340　21600　2600

148 m$　2343 m$

13000000　217

14*6*2=48 48 m$
27*7*7=343 343 m$
1m$=1000000 cm$をもとにします。
13*1000000=3000000 3000000 cm$
217000000/1000000=17 17 m$

1175000 cm$　2175 l

18000　2450　32000　410

150*50*70=175000 175000 cm$
21l=1000 cm$をもとにします。

175000/1000=175 175 l
18*1000=8000 8000 cm$
2450000/1000=450 450 l
31辺が1mの立方体には1辺が 10 cmの立方体
が 10*10*10=1000で 1000個

こ
入ります。

1m$=1000 lだから、2m$=2000 lです。
41l=1000 cm$ で、1l=1000 ml だから、

1ml=1cm$です。

11cm$　21ml　31m$　41kl
解き方1　3、6、84
解き方2　3、4、84

11000　21000　380000
4280　54000000　60.35
1236 cm$　2590 cm$　3234 cm$
4220 cm$

1lの 1000倍が1kl、1mlの 1000倍が1l
です。
1あ8*3*4=96
い5*7*4=140
96+140=236

 236 cm$
次のように考えることもできます。

4 4
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2あ5*7*4=140
い5*15*6=450
140+450=590

 590 cm$
次のように考えることもできます。

3大きな直方体からへこんだ
部分の直方体の体積をひい
て求めます。
10*9*3=270　　4*3*3=36
270-36=234 234 cm$
次のように考えることもできます。

24 cm$
17000000　24000　39000
415　50.5　6200
1式　4*8*7=224 答え　224 cm$
2式　9*9*9=729 答え　729 m$
1441 cm$　21032 cm$　318 m$

12*2=24
11m$=1000000 cm$　21l=1000 cm$
351m$=1000 l　461cm$=1ml

1あ9*13*3=351
い5*6*3=90
351+90=441

 441 cm$
次のように考えることもできます。

2あ8*17*9=1224
い8*6*4=192
1224-192=1032

 1032 cm$
次のように考えることもできます。

あ+い+う あ-い-う

あ+い+う あ+い+う

12〜13ページ
1
2

3

4

1
2

4

あ+い あ-い

あ+い+う あ+い+う

23/12/14 ぴったり _教出算数５年 _解答

抜校



5

3右のように、上のだんを下
のだんに動かして1つの直
方体にして求めます。
3*3*2=18 18 m$
次のように考えることもできます。

1い
2あ

1式　20*60*40=48000
 答え　48000 cm$
215 cm

1横に線を入れて、2つの直方体に分けて求めてい
ます。

2つぎたして大きな直方体とみて、つぎたした直方
体をひきます。

218 l=18000 cm$です。
水の深さを□ cmとすると、
20*60*□=18000
 □=18000/1200
 =15 15 cm

直方体の体積の公式を使っ
て、くふうして求めよう。

2つの量の変わり方

148　23　3120　42倍　53倍　6比
ひ
例
れい

190
21230　2410

22倍、3倍、……になる。　3いえる。
1㋐30　㋑60　㋒90
215*○=△

3横の長さが2倍、3倍、……になると、体積も
2倍、3倍、……になるので、比例の関係にある
といえます。

1㋐15*2=30　㋑15*4=60
㋒15*6=90

2 1mの重さ*長さ=重さ　の式になります。

あ+い+う あ+い+う あ/2
5

6

5

6

3
14ページ
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体積 （cm$）21 42 63 84 105 126
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115*○+80=△
80+15*○=△
95+15*(○-1)=△[ ]

2いえない。　3380 g

1消しゴムの重さ+箱の重さ=全体の重さ
の式になるので、15*○+80=△となります。
また、表をみて考えると、

95+15*(○-1)=△となります。
2

消しゴムの個数○個が2倍、3倍、……になって
も、全体の重さ△ gは2倍、3倍、……になっ
ていないので、比例の関係にあるとはいえません。

31で求めた式に○=20をあてはめます。
15*20+80=380 380 g

1

式…20*○+100=△（100+20*○=△、
120+20*(○-1)=△でもよいです。）

いえない。
2

式…○+△=16（16-○=△）
いえない。

3

式…25*○=△　いえる。

1ビー玉の重さ+箱の重さ=全体の重さ
になります。
ビー玉の個数○個が2倍、3倍、……になっても、
全体の重さ△ gは2倍、3倍、……になっていな
いので、比例の関係にあるとはいえません。

2姉のまい数+妹のまい数=16まい
になります。
姉のまい数○まいが2倍、3倍、……になっても、
妹のまい数△まいは2倍、3倍、……になってい
ないので、比例の関係にあるとはいえません。

3 1lあたりに走る道のり*ガソリンの量=道のり
になります。
ガソリン○ lが2倍、3倍、……になると、
道のり△ kmも2倍、3倍、……になっているの
で、比例の関係にあるといえます。

4

式…60*○=△　いえる。

11+2*○=△（3+2*（○-1）=△）
221本

4 1mの重さ*長さ=重さ
になります。
長さ〇mが2倍、3倍、……になると、
重さ△ gも2倍、3倍、……になっているので、
比例の関係にあるといえます。

1

1+2*○=△となります。
次の図のように考えることもできます。

3+2*(○-1)=△となります。
21で求めた式に○=10をあてはめます。

1+2*10=21 21本

3 3

消しゴムの個
こ
数○（個） 1 2 3 4 5

全体の重さ　△（g） 95 110 125 140 155

1ずつ増
ふ
える

15ずつ増える

消しゴムの個数○（個） 1 2 3 4 5
全体の重さ　△（g） 95 110 125 140 155

16〜17ページ
1 ビー玉の個数○（個） 1 2 3 4 5

全体の重さ△（g）120 140 160 180 200

姉のまい数○（まい） 1 2 3 4 5
妹のまい数△（まい） 15 14 13 12 11

ガソリン○（l） 1 2 3 4 5
道のり　△（km） 25 50 75 100 125

1

長さ　○（m） 1 2 3 4 5
重さ　△（g） 60 120 180 240 300

2 2

2本ずつ増えている

2本ずつ増えている
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10.8*○=△　2720 g
33.5 l

12倍、3倍、……になる。　26倍

180/100=0.8で、1mlの油の重さは 0.8 g
です。1mlの重さ*かさ=重さ　の式になるの
で、0.8*○=△となります。

21で求めた式に○=900をあてはめます。
0.8*900=720 720 g

31で求めた式に△=2800をあてはめます。
0.8*○=2800
○=2800/0.8=3500 3.5 l

1

たての長さを2倍、3倍、……にすると、体積も
2倍、3倍、……になります。

22*7*5=70　　420/70=6
体積が6倍になっているので、たての長さを6倍
にすればよいことになります。

比
ひ
例
れい
の関係は、表にかいて

考えよう。

小数のかけ算

11.3　21.3　39.36　49.36
17.2　20.91

196　242　360

18.32　28.82　39.52　45.88
55.58　64.5　70.4　82.2　96.86

120*4.8=20*48/10=960/10=96
260*0.7=60*7/10=420/10=42
3120*0.5=120*5/10=600/10=60
1 2 4 6

7 8 9

190.3　29.03

3kg

143*2.1=43*21/10=903/10=90.3
24.3*2.1=(43/10)*(21/10)

=43*21/10/10=903/100=9.03
1.2*2.5=3 3kg

15.4498　20.037
1、う

3

4

3

4 たての長さ（m） 2 4 6
体積　　　（m$） 70 140 210

4
18ページ

1
2

19ページ
1

2

1

2
*

.

.

.
1
6
8

3
2
9
4
3

2
6
2

2

*

.

.

.
2
6
8

6
1
5
3
8

3
4
2

2

*
.

.

.
5

8
0
8

4
7
8

* .
.

0
4

5
9
5

*
.

.

.
0

0
0
4

8
5
0

*
.

.

.
2

5
0
2

5
4
0

*

.

.

.

6
6

0
9
5
3
8

7
8
6

6
3

4

3

4

20ページ
1
2

23/12/14 ぴったり _教出算数５年 _解答

抜校



8

112.47　22.52　35.12　411.096
573.568　613.2727　70.2538
80.4968　91.58

1 2 3

4 5 6

7 8 9

2.55 kg
う、え

1.25*2.04=2.55 2.55 kg
1より小さい数をかけると、積はかけられる数より
も小さくなります。

あ13.8　28.74　38.74
い12.5　21.7　35.95　45.95
10.4、1.2　22、1.8

15.76 cm#　20.216 m$

1式　1.6*3.2+1.6*1.8=8 答え　8m#
2式　1.6*(3.2+1.8)=8 答え　8m#
19*2.5*0.8=9*(2.5*0.8)=9*2=18
23.5*7.7+6.5*7.7=(3.5+6.5)*7.7

=10*7.7=77
38.1*5.4=(8+0.1)*5.4

=8*5.4+0.1*5.4=43.2+0.54
=43.74

476*0.9=76*(1-0.1)
=76*1-76*0.1=76-7.6=68.4

12.4*2.4=5.76 5.76 cm#
20.6*0.6*0.6=0.216 0.216 m$
計算のきまりを使うと簡

かん
単
たん
に計算できる場合があり

ます。○*△+○*□=○*（△+□）
12.5*0.8=2と整数になることに注目します。
○*△*□=○*（△*□）

23.5+6.5=10と整数になることに注目します。
○*△+□*△=（○+□）*△

38.1=8+0.1となることに注目します。
（○+△）*□=○*□+△*□

40.9=1-0.1となることに注目します。
○*（△-□）=○*△-○*□

16.24　26　38.82　49.86　54.75
60.6　79.932　85.08　91.6128

2 5 6

7 8 9
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10.84　20.084

い、う

式　7.52*1.3=9.776 答え　9.776 km
式　1.7*2.08=3.536
 答え　およそ 3.536 km#
144 cm#　213 m$

12.4*0.35=24*35/10/100
=840/1000=0.84

20.24*0.35=24*35/100/100
=840/10000=0.084
かける数が1より大きいとき、積はかけられる数よ
り大きくなります。かけられる数の大きさは1より
大きくても小さくても関係ありません。

長さが小数であるときの面積も、公式を使って求め
られます。
1式　7.2*7.2=51.84

2.8*2.8=7.84
51.84-7.84=44

 答え　44 cm#
2つの長方形に分けて求めることもできます。

　　　　　　　　　　　　

2式　2*3.5*2.5=17.5
2*1.5*1.5=4.5
17.5-4.5=13

 答え　13 m$
3つの直方体に分けて求めることもできます。

　　　　　　　　　　　　

163*5.8+63*4.2=63*(5.8+4.2)
=63*10=630

245*7.9-45*5.9=45*(7.9-5.9)
=45*2=90

計算のきまりを使って整数どうしのかけ算にします。
1○*△+○*□=○*（△+□）
2○*△-○*□=○*（△-□）

合同と三角形、四角形

え、お
1辺ＢＣ　2角Ｄ　33　465
三角形ＡＤＥ、三角形ＣＢＥ、三角形ＣＤＥ（順不同）

あとく、うとお ます目を数えて、まったく同じ辺の長さや同じ角の
大きさの四角形をさがします。ななめの辺は通って
いるます目の数を数えて考えます。

2

3

4
5

6

2

3

5

6

7 7

5
26ページ
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1点Ｇ　23.8 cm　365& うら返して同じ向きにすると、次のようになります。

点Ａは点Ｈに、点Ｂは点Ｇに、点Ｃは点Ｆに、点Ｄ
は点Ｅに対

たい
応
おう
します。

1三角形ＤＣＥ　2三角形ＡＤＥ
3三角形ＢＡＣ、三角形ＤＣＡ、三角形ＣＤＢ

12対角線により次の三角形の組が合
ごう
同
どう
になります。

　　　　　　　　　　　

3対角線により次の三角形はすべて合同になります。
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

ＡＢ、Ｃ
ＡＣ、ＢＤ

1

2

3

1辺ＢＣと同じ長さの辺をかき、次に辺ＡＢ、辺ＡＣ
と同じ長さを点Ｂと点Ｃからコンパスではかりと
り、点Ａを決めます。

2辺ＢＣと同じ長さの辺をかき、次に角Ｂと同じ角
になるように分度器で角の辺をかき、次に辺ＡＢ
の長さをはかりとり、点Ａを決めます。

3辺ＢＣと同じ長さの辺をかき、次に角Ｂ、角Ｃと
同じ角になるように分度器で角の辺をかき、点Ａ
を決めます。

2 2

3 3

28ページ
1
2

29ページ
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1

2

1辺ＣＤと同じ長さの辺をかき、次に角Ｃと同じ大
きさの角になるように分度器を使いながら角の辺
をかきます。次に、辺ＢＣの長さをはかりとり、
点Ｂを決めます。それから、点Ｂと点Ｄからそれ
ぞれ辺ＡＢと辺ＡＤと同じ長さをはかりとり、点
Ａを決めます。

2辺ＣＤと同じ長さの辺をかき、まずはじめに三角
形ＢＣＤと合同な三角形を、3つの辺の長さを
使ってかき、点Ｂを決めます。次に三角形ＡＢＤ
と合同な三角形を、3つの辺の長さを使ってかき、
点Ａを決めます。

コンパスや分度器を的確に扱え
ないお子さまもいます。上手に使いこなせているか、時々
みてあげましょう。

あ60　い35、105
あ70、80　い40、30

あ40&　い95&　う80&　え80&　お20&
か100&　き30&　く90&

あ130&　い95&　う80&　え160&　お150&

三角形の3つの角の大きさの和は 180&です。
あ180-(80+60)=40 40&
い180-(40+45)=95 95&
う二等辺三角形の2つの角の大きさは等しいから、
残りの1つの角の大きさはうの角度と同じです。
(180-20)/2=80 80&
え二等辺三角形の2つの角の大きさは等しいから、
残りの1つの角の大きさは 50&です。
180-(50+50)=80 80&
お180-160=20 20&
か180-(60+20)=100 100&
き180-150=30 30&
く180-120=60

180-(60+30)=90 90&
四角形の4つの角の大きさの和は 360&です。
あ360-(85+70+75)=130 130&
い360-(105+105+55)=95 95&
う180-100=80 80&
え360-(50+80+70)=160 160&
おひし形は、向かい合った角の大きさは等しくなっ
ています。
360-(30+30)=300
300/2=150 150&

2 2

30ページ
1
2

31ページ
1

2

1

2
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114　24　3720　4720
215　25　3900　4900

17個
こ
　21260& 1右のように、九角形は、

1つの頂
ちょう
点
てん
から対角線を

かくと7個の三角形がで
きます。

2三角形の角の大きさの和
は 180&なので、九角形
の角の大きさの和は、
180*7=1260 1260&

1名前…五角形、角の大きさの和…540&
2名前…八角形、角の大きさの和…1080&

15本の直線で囲
かこ
まれた図形

は、五角形です。右のよう
に、1つの頂点から対角線
をかくと3個の三角形がで
きるから、五角形の角の大
きさの和は、180*3=540 540&

28本の直線で囲まれた図形
は、八角形です。右のよう
に、1つの頂点から対角線
をかくと6個の三角形がで
きるから、八角形の角の大
きさの和は、180*6=1080 1080&

1あ123&　2い156& 1五角形の角の大きさの和は、
180*3=540で、540&
よって、あの角度は、
540-(90+150+90+87)=123 123&

2六角形の角の大きさの和は、
180*4=720で、720&
よって、いの角度は、
720-(117+83+114+140+110)
=156 156&

あとえ、いとお、うとか ます目を数えて、合
ごう
同
どう
な図形を見つけます。円はす

べて同じ形ですが、直径の長さがちがうとぴったり
重ならないので、あえとけの円は合同にはなりませ
ん。

32ページ
1

33ページ
1 1

2 2

3 3

34〜35ページ
1 1
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1頂
ちょう
点
てん
Ｈ　28cm　390& うら返して同じ向きにすると、対

たい
応
おう
する頂点、辺、

角がわかりやすくなります。

1頂点Ｃには頂点Ｈが対応します。
2辺ＥＨには辺ＢＣが対応するから、長さは8cmで
す。

3角Ｇには角Ｄが対応するから、角Ｄが直角なので、
角Ｇの大きさは 90&です。

あ40&　い65&　う30& 三角形の3つの角の大きさの和は 180&です。
あ180-(75+65)=40 40&
い右のかの角度は

180-(35+30)
=115
よって、いの角度は
180-115=65 65&
う二等辺三角形の2つの角の大きさは等しくなって
いるから、残りの1つの角の大きさは、うの角度
と同じです。
180-75*2=30 30&

あ125&　い35&　う110& 四角形の4つの角の大きさの和は 360&です。
あ360-(75+90+70)=125 125&
い360-(60+80+110+75)=35 35&
う平行四辺形の向かい合った角の大きさは等しく
なっています。
360-(70+70)=220
220/2=110
 110&

1（例）

2（例）

1まず4cmの辺をかきます。次に、5cmと6cm
の長さをコンパスでとり、4cmの辺の両方のは
しを中心に、それぞれの長さを半径として円の一
部をかきます。そして、2つの円の交わった点を
頂点として、辺のはしから直線で結びます。（ど
の辺からかきはじめてもよいです。）

2まず 3.5 cmの辺をかきます。次に一方のはしに
角が 50&の大きさになるような辺を分度器を
使ってひきます。次に、コンパスで4cmをとり、
この辺の長さを4cmにして、3.5 cmの辺のも
う一方のはしと直線で結びます。（4cmの辺か
らかきはじめてもよいです。）

2 2

3 3

4 4

5 5
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4辺の長さと、1つの対角線を使って、2つの三角
形を組み合わせてかきます。まず、辺ＢＣをかき、
点Ｂを中心に辺ＡＢの長さを半径にした円の一部を
かきます。次に点Ｃを中心に対角線ＡＣの長さを半
径にした円の一部をかき、交わった点を点Ａとし、
直線で結びます。（三角形ＡＢＣがかけます。）同様に
して、辺ＡＣから辺ＤＡと辺ＤＣの長さをコンパス
でうつしとり、点Ｄを決めます。（三角形ＤＡＣがか
けます。）2つの三角形から、四角形ＡＢＣＤがかけ
ます。

1三角形ＣＢＥ　2三角形ＡＤＥ ひし形に1本の対角線ＢＤをひいてできる2つの三
角形、三角形ＡＢＤと三角形ＣＢＤは合

ごう
同
どう
です。

1三角形ＡＢＤと三角形ＣＢＤが合同だから、辺ＡＢ
と辺ＥＢにはさまれた角と辺ＣＢと辺ＥＢにはさ
まれた角は等しくなります。また、辺ＡＢと辺ＣＢ
は等しく、辺ＥＢは共通な辺で等しいので、三角
形ＡＢＥと三角形ＣＢＥは合同です。

2三角形ＡＢＤと三角形ＣＢＤが合同だから、辺ＡＤ
と辺ＥＤにはさまれた角と辺ＣＤと辺ＥＤにはさ
まれた角は等しくなります。また、辺ＡＤと辺ＣＤ
は等しく、辺ＥＤは共通な辺で等しいので、三角
形ＣＤＥと三角形ＡＤＥは合同です。

小数のわり算

118、40　2161、46、3.5
110、10、2.3　2100、100、1.8

115　2120　3260

11.6　214.5　329.5　48.2　50.65
60.08

わられる数とわる数をともに 10倍して整数どうし
のわり算になおします。
139/2.6=(39*10)/(2.6*10)

=390/26=15
1  2 　3

4  5 　6

6 6

7 7

6
36ページ

1
2

37ページ
1

2

1

2
]. .

.
1 5 2

1

1
4
5
9
9

6

0
0
0

]. .
.

0 6
1
8
6
2
2

4
7

7
4
3
3

5

0
0
0

]. .
.

0 4 1
2
1
8
3
3

9
8

8
6
2
2

5

0
0
0

]. .
.

3 5 2
2

8
8

8
7
0
7
7

2

0
0
0

]. .
.
.4 8 3

2

0
1
8
2
2

6
2
8
4
4

5

0
0
0

]. .
.
.9 5 0

0
7
7

0
6
6

8
0
0
0
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11.5　21.5　30.5　40.5
1.4、25、25

12.7 km　20.6 km

12.5倍　20.75倍

70人

小数の倍にあたる大きさは、整数の倍と同じように、
かけ算で求められます。
11.5*1.8=2.7 2.7 km
21.5*0.4=0.6 0.6 km
何倍かを表す数は、わり算で求められます。また、
何倍かを表す数は、小数で表すことができます。
16/2.4=2.5 2.5倍
21.8/2.4=0.75 0.75倍
求める数を□として、かけ算の式に表して、答えを
求めます。
2年生の人数を□人とすると、
□*1.3=91
 □=91/1.3
 　=70 70人

135　23.5　32.2　413　52.5
68.2　77.5　830　91.7

1 5 6

7 8

あ、え

10.82　21.9　30.71

1より小さい数でわると、商はわられる数より大き
くなります。
あ0.8<1　い2.5>1　う1.2>1　え0.04<1
あとえは、商がわられる数より大きくなります。
上から3けためまで商を求め、3けためを四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう

します。
1 2

40ページ
1
2

41ページ
1

2

3

1

2

3

42〜43ページ
1 1

]. .1 6 5
4

3
6
8
8
8

5
0

0
0
0

]. .
.

2 4 6
4
1
1

2
0
8
2
2

5

0
0
0

]. .
.
.0 6 4

4

8
9
8
1
1

2
2

2
2
0

]. .
.

2 1 6 1
1

6
5
1
1

2
1
0
0

7
0
2
8
8

5

0
0
0

]. .0 2 8 8
8

3
4
4

0
0

0

2

3

2

3

]. .
.

9 7 8
7

0
0
7
2
1

8

6
4
9
4
3

2

0
4
6
8
7

4

0
8
2

]. .
.

2 2 4
2
1
1

1
1
2
9
7
1
1

8

0
6
4
3

6

0
2
8

9
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127あまり 2.2　225あまり 0.5
311あまり 0.2　43あまり 7.2
56あまり 0.11　69あまり 0.35

あまりの小数点は、わられる数のもとの小数点のと
ころにそろえます。
1  2 　3

4  5 　6

式　8.69/1.4=6あまり 0.29
 答え　6本できて、0.29 mあまる。
1式　3.6/1.5=2.4 答え　2.4倍
2式　1.5*1.8=2.7 答え　2.7 km

1、2ともにＣのコースの長さをもとにする大きさ
として考えます。

　

整数の見方

偶
ぐう
数
すう
、奇

き
数
すう

1偶数　2奇数　3偶数
4150　581

1偶数、奇数
2偶数、奇数

1左足…奇数
右足…偶数

2左足　3右足
偶数…0、26、104
奇数…47、283、1569
奇数

12、4、6、……のように、2でわりきれる整数
を偶数といいます。0も偶数です。
1、3、5、……のように、2でわりきれないで
1あまる整数を奇数といいます。

2偶数は2*□、奇数は2*□+1の式で表せます。
奇数の式の+1は、あまりの1です。
左足は、1、3、5、……となるので奇数、
右足は、2、4、6、……となるので偶数
になります。
一の位の数字を見ます。一の位が偶数ならば偶数、
一の位が奇数ならば奇数です。0は偶数です。
偶数を2、奇数を3と考えると、
2+3=5となります。5/2=2あまり1
5は2でわりきれないので、奇数です。

14、21、28
124　236
324　436

4 4

]. .

.

2 4 6
4
1
1

2
7
8
9
6
2

7

0
8
2

0 ]. .

.

1

2

8
0

01 9 4
3

8

0
9
0

5

5
5

]. .

.

3 7 4
3

1
0
7
3
3

1
9

9
7
20

]. .

.

9 3 3
2

5
7
7

3
1
9
2

]. .

.

.0 7 4
4
0

6
3
2
1

1

1

]. .

.

.0

0

9 8
8

9
4
1
3

5

5
5

6 6

7
44ページ

1
2

45ページ
1

2

3

4

1

2

3

4

46ページ
1
2
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16、12、18　28、16、24　
310、20、30　411、22、33

それぞれの数を1倍、2倍、3倍します。
16*1=6、6*2=12、6*3=18
28*1=8、8*2=16、8*3=24
310*1=10、10*2=20、10*3=30
411*1=11、11*2=22、11*3=33

115、30、45　220、40、60
324、48、72　430、60、90

140　236　360

18 cm

12それぞれの数の倍
ばい
数
すう
を調べ、共通な数を見つけ

る方法と、大きい方の数の倍数を調べ、それらが
小さい方の数でわりきれるかどうかで見つける方
法があります。

343つの数それぞれの倍数を調べたり、いちばん
大きい数の倍数をほかの小さい数でわったりする
方法もありますが、3では8が4の倍数に、4で
は 10が5の倍数になっているから、
3（3、8）、4（6、10）の公

こう
倍
ばい
数
すう
を求めればよ

いということになります。
1公倍数は、40、80、120、……
3公倍数は、60、120、180、……
正方形の1辺の長さは等しいので、たてと横の長さ
が同じになるように考えます。
9の倍数　9、18、27　…
6の倍数　6、12、18　…
9と6の最

さい
小
しょう
公
こう
倍
ばい
数
すう
は 18になるので、正方形の1

辺の長さは 18 cmです。

13　25　33　45
14　28　34　45　54
6

11、3、9　21、3、7、21
31、2、4、8、16、32

11、7　21、2、4
31、5　41、7

13　22

1から順にわっていき、わりきることができる数を
求めます。わりきれたときの商も約

やく
数
すう
になるから、

全部の数を計算しなくてもよいことになります。
それぞれの数の約数を調べ、共通な数を見つけます。
1は必ず約数にふくまれます。
216の約数　1、2、4、8、16

28の約数　1、2、4、7、14、28
小さいほうの数の大きい約数から順に、大きいほう
の数をわっていき、はじめてわりきれた数が最

さい
大
だい
公
こう

約
やく
数
すう
になります。

16の約数は、1、2、3、6
21を、6、3、2、1の順にわっていき、はじ
めてわりきれる数を調べると、3になります。

47ページ
1 1

2

3

4

2

3

4

48ページ
1
2
3

49ページ
1

2

3

1

2

3
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14 お茶 28本とおにぎり 42個
こ
の両方をあまりがでな

いように分けていくには、28と 42の公
こう
約
やく
数
すう
を考

えます。
できるだけ多くのふくろに分けるので、最大公約数
を求めます。
28の約数　1、2、4、7、14、28
42の約数　1、2、3、6、7、14、21、42
28と 42の最大公約数は 14

1○　2*　3○

19、18、27、36、45
213、26、39、52、65

11、2、3、5、6、10、15、30
21、2、3、6、7、14、21、42
1公倍数…35、70、105　　最小公倍数…35
2公倍数…40、80、120　　最小公倍数…40

1公約数…1、2、4、8　　最大公約数…8
2公約数…1、3、9　　　　最大公約数…9

午前9時 30分

16cm　228まい

一の位の数字を見ます。一の位が偶
ぐう
数
すう
である 30と

778は偶数、一の位の数字が奇
き
数
すう
の 205は奇数

です。
1倍、2倍、……、5倍と計算します。
19*1=9、9*2=18、……、9*5=45
213*1=13、13*2=26、……、

13*5=65
1、2、……と順にわっていき、わりきることので
きる数を見つけます。
17の倍数のなかで5でわりきることのできるもの
を見つけます。5の倍数は、一の位が0か5にな
る数です。このことを利用して見つけてもよいで
す。

210の倍数のなかで8でわりきることのできるも
のを見つけます。10の倍数は、一の位が0です。
これを利用して、8の倍数のなかで一の位が0に
なるものを見つけてもよいです。

116と 40の約数を順に調べ、共通な数を見つけ
ます。

218と 45の約数を調べ、共通な数を見つけます。
午前9時から6分と 10分の公倍数の分ごとに電車
とバスが同時に発車します。
6と 10の公倍数は 30、60、90、120、……だ
から、次に同時に発車するのは最小公倍数の 30分
後で、午前9時 30分です。
124 cmと 42 cmの公約数を1辺とする正方形
なら、切り分けたとき紙はあまりません。
24と 42の公約数は、1、2、3、6だから、
できるだけ大きくするには最大公約数の6cmを
1辺とする正方形にします。

224/6=4でたてに4列、42/6=7で横に7
列切り分けられるから、
4*7=28 28まい

4 4

50〜51ページ
1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7
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い あ…5の倍数は、5、10、15、20、……と、奇
き

数
すう
になったり、偶

ぐう
数
すう
になったりします。

い…6の倍数は、6、12、18、24、……と、必
ず偶数になります。
う…18の約

やく
数
すう
は1、2、3、6、9、18で、偶

数と奇数があります。
1、1、1、5、1、奇数 2でわったとき、わりきれる整数を偶数というので、

偶数は2*□と表せます。
2でわったとき、あまりが1になる整数を奇数とい
うので、奇数は2*□+1と表せます。

分数の大きさとたし算、ひき算

6、21、12
12、4、3
25、30

110、12、16
29、4、27

1 =
*2

*2
5
4

10
8 =

*3

*3
5
4

15
12 =

*4

*4
5
4

02
16

2 =
/5

/5
9
2

45
10 =

*2

*2
9
2

18
4 =

*3

*3
9
2

27
6

1 7
1　2 9

2　3 6
5　4 7

4　5 3
5　62 9

7 分母と分子をその最
さい
大
だい
公
こう
約
やく
数
すう
でわります。

1 /
/

28 4
4 4

7
1= 　2 /

/
27 3
6 3

9
2=

3 /
/

30 5
25 5

6
5= 　6 /

/2 54 6
42 6 2 9

7=

1<　2<　3> 通
つう
分
ぶん
して、分子の大きさを比

くら
べます。

1 3
2

21
14= 、7

5
21
15= だから、 5

3
2

7< です。

2 4
3

12
9= 、6

5
12
10= だから、 5

4
3

6< です。

3 10
11

30
33= 、15

16
30
32= だから、10

11
15
16> です。

1 10
5

10
4

、c m　2 9
3

9
2

、c m

3 1 20
5 1 20

18
、c m

4 48
18

48
20

48
21

、 、c m

分母の最
さい
小
しょう
公
こう
倍
ばい
数
すう
を共通の分母にします。

1 *
*

*
*

2 5
1 5

5 2
2 2

10
5

10
4

、、 =d dn n

3 *
*

*
*1 4 5

1 5 1 10 2
9 2 1 20

5 1 20
18

、 、=d dn n

4

112、12、12　210、1、5
324、24、24
124、24、24　28、1、2
312、10、12

8 8

9 9

8
52ページ

1
2
3

53ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

*
*

*
*

*
*

8 6
3 6

12 4
5 4

16 3
7 3

48
18

48
20

48
21

、 、 、 、=d dn n

54ページ
1

2
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1 10
7 　2 24

13　3 15
34 2 15

4
c m 通分して計算します。答えが仮

か
分
ぶん
数
すう
になるときは、

仮分数のままでも、帯
たい
分
ぶん
数
すう
になおしてもかまいません。

1 2
1

5
1

10
5

10
2

10
7+ = + =

2 6
1

8
3

24
4

24
9

24
13+ = + =

1 6
5　2 4

1　3 3
8 2 3

2
c m　42 5

18

52 2
1　63 6

5

計算の答えが約
やく
分
ぶん
できるときは約分します。また帯

分数のたし算は、整数どうし、分数どうしを計算し
ます。

1 12
10

4
3

12
1

12
9

12
1

6
5

6

5
+ = + = =

3 15
40

5
9

15
13

15
27

15
13

3
8 2 3

2

3

8
+ = + = = =d n

41 6
5

9
4 1 18

15
18
8 1 18

23 2 18
5+ = + = =

5 10
51 10

3 1 5
1 1 10

3 1 10
2 2 2 2

1

2

1
+ = + = =

1 21
4 　2 5

1　3 18
13 通分して計算します。答えが約分できるときは、約

分します。

1 3
1

7
1

21
7

21
3

21
4- = - =

2 10
2

10
7

2
1

10
7

10
5

5
1

5

1
- = - = =

1 20
11　2 10

9 　31 6
5 帯分数のひき算は、整数どうし、分数どうしを計算

します。

1

3

1 15
11　2 36

55 1 36
19

c m　3 12
7 3つの分数の分母の最

さい
小
しょう
公
こう
倍
ばい
数
すう
を分母として通分し

てから計算します。

1 30
22

6
5

10
7

5
4

30
25

30
21

30
24

15
11

15

11
+ - = + - = =

3

55ページ
1 1

2 2

3 3

4 4

1 15
2

12
7 1 60

8
60
35

60
68

60
35

20
11

60
33

11

20
- = - = - =

=

3 4
1 1 12

5 3 12
3 1 12

5 2 12
15 1 12

5

1 1 6
5

12
10

6

5

- = - = -

= =

5 5

1 4
3

3
2

2
1 1 12

9
12
8

12
6

12
21

12
8

12
6

12
7

- - = - -

= - - =
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1 12
2

18
3

24
4

、、 　2 18
8

27
12

36
16

、 、

1 8
1　2 11

3 　3 9
4

1>　2<

1 15
5

15
6

、c m　2 24
15

24
14

、c m

3 18
15

18
14

、c m　4 18
7

18
8

、c m

分母と分子をともに、2倍、3倍、4倍します。

分母と分子の最
さい
大
だい
公
こう
約
やく
数
すう
で、分母と分子をともにわ

ります。
通
つう
分
ぶん
して、分子の大きさを比

くら
べます。

1 3
2

24
16

8
5

24
15

、= = だから、3
2

8
5> です。

2 7
5

28
20

4
3

28
21

、= = だから、7
5

4
3< です。

1 *
*

*
*

3
1

5
2

3 5
1 5

5 3
2 3

15
5

15
6

、 、 、= =d d dn n n

2 *
*

*
*

8
5

12
7

8 3
5 3

12 2
7 2

24
15

24
14

、 、 、= =d d dn n n

1 12
11　2 4

5 1 4
1

c m　32 24
5 　43 5

2
2 12

15
12
7

3
2

12
7

12
8

4
5 1 4

1

4

5
+ = + = = =d n

31 8
3

6
5 1 24

9
24
20 1 24

29 2 24
5+ = + = =

4 11 15
1 2 3

1 1 15
1 2 15

5 3 3 5
2

5
6

5

2
+ = + = =

1 40
3 　2 2

1　3 30
17　4 21

19　5 12
5

6 18
11

2 14
7

14
13

7
3

14
13

14
6

2
1

2

1
- = - = =

31 15
7

10
9 1 30

14
30
27

30
44

30
27

30
17- = - = - =

4

5 36
15

12
7

9
5

18
13

36
21

36
20

36
26

12
5

12

5
+ - = + - = =

6 361 4
3

12
7

9
5

36
63

36
21

36
20

18
1122

18

11
- - = - - = =

1式　20
17

6
5

60
101 1 60

41+ = c m

 答え　 l l60
101 1 60

41
c m

2式　20
17

6
5

60
1- =  答え　60

1 l

通分して計算します。

1 20
17

6
5

60
51

60
50

60
101 1 60

41+ = + = =d n

2 20
17

60
51

6
5

60
50

、= = より、20
17

6
5>

20
17

6
5

60
51

60
50

0
1

6- = - =

分母が異なる分数のたし算やひ
き算では、通分することが大切です。最小公倍数で通分
できているかをみてあげましょう。

56〜57ページ
1

2

3

4

1

2

3

4

5 5

6 6

3 7
2 2 21

8 3 21
6 2 21

8 2 21
27 2 21

8

21
19

- = - = -

=

7 7
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平均

5600、5600、800
16、192、192

280 g

86.5点

840 g

1約 1.6 kg　248 kg

平
へい
均
きん

=合計/個
こ
数
すう
　の式にあてはめます。

(260+270+290+300+270+290)/6
=1680/6=280 280 g
85*5+94=519
519/6=86.5 86.5点
合計=平均*個数　の式にあてはめます。
21*40=840 840 g
1(1.4+1.7+1.4+1.8+1.6+1.9+1.5)/7

=11.3/7=1.61… 約 1.6 kg
21.6*30=48 48 kg

14　20　31　42.5

36.2度

2.8個

10.55 m
2㋐約 63 m　㋑約 198 m　㋒約 703 m

とびぬけて高かった木曜日はふくめないで計算しま
す。
(36.3+36.0+36.1+36.4)/4=36.2
 36.2度
4回の合計は 3.5*4=14（個）
5回目は0個なので合計はかわりません。
(3.5*4+0)/5=2.8 2.8個
15.5/10=0.55（m）

20.55 mに歩数をかけて求めます。㋐、㋒は 10
1

の位を四
し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
して整数で答えます。

1式　(40+25+20+35+20+30+40)/7
=30

 答え　30分
2式　(60+15+30+40+0+45+55)/7

=35
 答え　35分
式　64*50=3200 答え　3200 g
式　(7+3+0+5+0+6)/6=3.5
 答え　3.5点

平均=合計/個数　にあてはめます。
2さやかさんの平均を求めるときは、木曜日の0分
もふくめて計算します。

合計=平均*個数　にあてはめます。
第3試合と第5試合の0点の場合もふくめて、
平均=合計/個数　にあてはめます。
ふつうは小数で表せない得点も、平均では小数で表
すことがあります。

9
58ページ

1
2

59ページ
1

2

3

4

1

2

3

4

60ページ
1

61ページ
1

2

3

1

2

3

62〜63ページ
1

2
3

1

2
3
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1式　6.2/10=0.62 答え　0.62 m

2式　0.62*645 .399 9
400

=  答え　約 400 m

1式　90/5=18 答え　18ページ
2式　288/18=16 答え　16日
1式　(92+80+78+84)/4=83.5
 答え　83.5点
2式　85*5-83.5*4=91
 答え　91点以上

11歩
ぽ
の平

へい
均
きん
は、10歩の長さを 10でわって求め

ます。
2小数点以下を四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
します。

1平均=合計/個
こ
数
すう
　にあてはめます。

2個数は、合計/平均　で求めることができます。
1平均=合計/個数　にあてはめます。
25回の平均点が 85点のとき、5回の点数の合計
は 85*5=425（点）になります。
4回の点数の合計は 83.5*4=334（点）だから、
425-334=91（点）以上をとればよいことに
なります。

単位量あたりの大きさ

18　212　30.125　4100
52
114　227　3い

1組のほうがこんでいる。

南庭の花だん

3lで 27 m#のゆかをふけるワックス

1ゆみさんの家の畑
2ゆみさんの家の畑

1ぴきあたりの水の量で比
くら
べます。

1組　100/40=2.5（l）
2組　 80/25=3.2（l）
1ぴきあたりの水の量が少ないから、1組のほうが
こんでいます。また、1lあたりのめだかの数で比
べることもできます。
1m#あたりの花の本数で比べます。
南庭　72/ 8=9（本）
中庭　80/10=8（本）
1m#あたりの花の本数が多いから、南庭のほうが
こんでいます。また、1本あたりの面積で比べるこ
ともできます。
1lあたりにふけるゆかの面積で比べます。
27/3=9（m#）　　34/4=8.5（m#）
1lあたりにふけるゆかの面積が大きいから、3l
で 27 m#ふけるワックスのほうがよくゆかをふけ
るといえます。また、1m#あたりに使うワックス
の量で比べることもできます。
1ちかさんの家の畑　 63/50=1.26（kg）
ゆみさんの家の畑　108/80=1.35（kg）
1m#あたりにとれるさつまいもの量が多いから、
ゆみさんの家の畑のほうがよくとれたといえます。

2ちかさんの家の畑　50/ 63=0.79…（m#）
ゆみさんの家の畑　80/108=0.74…（m#）
1kgあたりに使った畑の面積が小さいから、ゆ
みさんの家の畑のほうがよくとれたといえます。

4

5

6

4

5

6

10
64ページ

1

2

65ページ
1

2

3

4

1

2

3

4
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1125　285100　3925　4Ａ
120、480、480
1120　2120　32.5　42.5

1佐賀県…336人　長崎県…329人
2佐賀県

1人
じん
口
こう
密
みつ
度
ど

=人口/面積　にあてはめます。
佐賀県　 / .8 0000 2440 32 36 0…=

長崎県　 / .1 0000 4106 335 28 7
9

…=
2人口密度が多い佐賀県のほうがこんでいるといえ
ます。

6500円

2.5 dl

代金=定食1人分のねだん*人数
で求められます。
1300*5=6500 6500円
□の式で表すとわかりやすくなります。
たんぱく質

しつ
の重さ=1dlあたりの重さ*牛

ぎゅう
乳
にゅう
の量

3.2*□=8
 □=8/3.2
 =2.5 2.5 dl

124　20.25　320
46　54　64　7かずや
15　260　360　420　520

ゆかさん

理由（例）　1時間あたりに走った道のりは
はやぶさ号　630/3=210（km）
さくら号　　900/4=225（km）
同じ時間に走った道のりは、さくら号
のほうが長い。 答え　さくら号

1時速 150 km　2分速 2.5 km

1秒速5m　2分速 360 m　3Ｂさん

えみさんとゆかさんは、かかった時間が同じだから、
走った道のりが長いゆかさんのほうが速い。
えみさんとけんたさんは、道のりが同じだから、か
かった時間が短いけんたさんのほうが速い。
ゆかさんとけんたさんの速さを比

くら
べます。

1分間あたりに進んだ道のりは
ゆか　　7/25=0.28（km）
けんた　5/20=0.25（km）
道のりが長いゆかさんのほうが速いといえます。
同じ時間に進んだ道のりで比べると、進んだ道のり
が長いほうが速いといえます。

11350/9=150（km）
21時間=60分だから、150/60=2.5（km）
1分
ふん
速
そく
は　900/3=300（m）

秒
びょう
速
そく
にすると　300/60=5（m）

2秒速は　240/40=6（m）
分速にすると、1分=60秒だから、
6*60=360（m）

66ページ
1
2
3

67ページ
1 1

2

3

2

3

68ページ
1

2

69ページ
1

2

3

4

1

2

3

4
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50*4、200、200
120/40、3、3

270 km
1800 m　26.4 km

12秒

20分

1180 km　220分

45*6=270（km）
1160*5=800（m）
2160*40=6400（m）　　6400 m=6.4 km
求める時間を□秒として、道のりの式を使うと
15*□=180
 □=180/15
 =12 12秒
時
じ
速
そく

90 kmを分速になおすと、
90/60=1.5（km）
30 km進むのにかかる時間（分）は、
30/1.5=20（分）
160*3=180
2時速 60 kmを分速になおすと、

60/60=1（km）
20 km進むのにかかる時間（分）は、
20/1=20（分）

118　2520　3520
2165　222　322　43時 22分
11900　21900　3190　4190
5950

1分速 60 m　21380 m　39時 35分

1分速 56 m
2標

ひょう
識
しき
から 1120 m進んだところ

待ち合わせの時刻にまにあわない。
3分速 60 m

1分速は　900/15=60（m）
260*23=1380（m）
3学校から公園まで歩くのにかかる時間は

1200/60=20（分）
だから、公園に着く時

じ
刻
こく
は

9時 15分の 20分後で　9時 35分
1分速は　(2600-1200)/25=56（m）
2分速 56 mで歩き続けるとき、待ち合わせの時
刻までの残り 20分で進む道のりは
56*20=1120（m）
残りの道のり 1200 mを進むことはできません。

31200 mを 20分で進めばよいから、
分速は　1200/20=60（m）

70ページ
1
2

71ページ
1
2

3

4

5

1
2

3

4

5

72ページ
1

2

73ページ
1

2

1

2
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1式　10/25=0.4 答え　0.4人
2Ｂ

式　120/200=0.6
175/300=0.583…

 答え　300 mlで 175円の野菜ジュース

1Ｂさん　2Ｃさん

1300 km　221 km　332秒　450分

式　760/2=380
380*3.3=1254 答え　1254 kg

式　31820/310=102.6… 答え　103人

式　30/4=7.5
54/6=9
9/7.5=1.2 答え　1.2倍

2ＢとＣの部屋の1m#あたりの人数を求めます。
Ｂの部屋　22/40=0.55（人）
Ｃの部屋　15/30=0.5（人）
Ａの部屋の1m#あたりの人数は 0.4人だから、
1m#あたりの人数がいちばん多いＢの部屋が、
いちばんこんでいます。

200 mlで 120円の野菜ジュースは1mlあたり
0.6円で、300 mlで 175円の野菜ジュースは
1mlあたり約 0.58円なので、300 mlで 175
円の野菜ジュースのほうが安いといえます。
11秒間あたりに走った道のりで比

くら
べます。

Ａさん　100/25=4（m）
Ｂさん　90/18=5（m）
道のりが長いＢさんのほうが速いといえます。

21分間あたりに歩いた道のりで比べます。
Ｃさん　310/5=62（m）
Ｄさん　180/3=60（m）
道のりが長いＣさんのほうが速いといえます。

175*4=300（km）
2840*25=21000（m）

21000 m=21 km
3800/25=32（秒）
43km=3000 m　　3000/60=50（分）
1m#あたりのコンクリート使用量を求めた後、
1m#あたりに使う重さ*面積　で計算します。
人
じん
口
こう
密
みつ
度
ど

=人口/面積　で求めます。
小数第一位の6を四

し
捨
しゃ
五
ご
入
にゅう
します。

ぬれる面積/使うペンキの量　で、ペンキあ、い
のそれぞれで1lあたりにぬれるかべの面積を求め
ます。そして、ペンキいの1lあたりにぬれるかべ
の面積が、ペンキあの1lあたりにぬれるかべの面
積の何倍になっているかを求めます。

74〜75ページ
1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7
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わり算と分数

13　27、2　31、2
11.5　211、11、2.75

1 7
3 l　2 5

12 kg 13lを7等分した1つ分の量は、 7
1 lの3個

こ
分

です。 /3 7 7
3=  7

3 l

212 kgを5等分した1つ分の重さは、 5
1 kgの

12個分です。 /12 5 5
12=  5

12 kg

1 9
4　2 10

3 　3 4
1　4 3

8 2 3
2

c m 整数どうしのわり算の商は、わる数を分母、わられ
る数を分子として、分数で表すことができます。
約
やく
分
ぶん
できるときは、約分します。

11/5　25/7　34/13　49/8

10.3　21.8　30.625　41.4　53.75
62.625

/○ △

△

○= だから分子をわられる数、分母をわる

数として、分数はわり算の式で表すことができます。
分子を分母でわります。

1 / .10
3 3 10 0 3= =

3 / .8 8 05 5 625= =

4 / .1 5
2

5
7 7 5 1 4= = =

6 / .2 8
5

8
21 21 8 2 625= = =

19、9、10
2237、237、100　321、1
15
22、2

11
76ページ

1
2

77ページ
1 1

2 2

3

4

3

4

78ページ
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1 10
7 　2 10

51　3 100
2 95 　4 100

83 　5 1
14

6 1
30

10
7 (0.7)

1 6
7 倍　2 7

6 倍

式　 /5 5
22 =  答え　5

2 倍

10
1 の位までの小数は分母を 10に、100

1 の位ま

での小数は分母を 100にします。また、整数はふ

つう分母を1にした分数で表します。

0.4=10
4 なので、10

3 +0.4=10
3 +10

4 =10
7

1もとにするものは高さです。 /7 6 6
7=

2もとにするものは底辺の長さです。 /6 7 7
6=

青いバケツを1とみたとき、赤いバケツが何倍にあ
たるかを求めます。何倍かを表す数が分数になる計
算です。

4 は、何倍かを表す数が、整数
や小数から分数になった形です。
問題の解き方は、整数のときと変わりません。式の立て
方で悩んでいるお子さまには、まず整数倍になる問題 
（赤いバケツに4l、青いバケツに2l）などで説明して
あげるとよいでしょう。

1 3
7 倍　2 8

3 倍　3 7
8

1 7
4　2 10

7 　3 6
1　4 3

11 3 3
2

c m

10.7　21.375　30.12　42.6

1 10
13　2 100

417　3 1
36　4 100

012 　

5 100
98

50
49
c m　6 1

25

1 /7 3 3
7= 　2 /3 8 8

3= 　3 /8 7
87=

/○ △

△

○= です。

約
やく
分
ぶん
ができるときは、必ず約分します。

分子を分母でわります。

3 / .0 1225
3 3 25= =

4 / .2 5
3

5
13 13 5 2 6= = =

10
1 の位までの小数は分母を 10に、100

1 の位ま

での小数は分母を 100にします。また、整数はふ

つう分母を1にした分数で表します。

79ページ
1

2

3

4

1

2

3

4

80〜81ページ
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1<　2>　3<　4> 小数、または分数にそろえて大きさを比
くら
べます。

1小数にそろえると、 .6
5 0 83…= だから、

.6
5 0 9<

2小数にそろえると、 .11
9 0 81…= だから、

.0 82 11
9>

3小数にそろえると、 .1 25
6 1 24= だから、

.1 25
6 1 28<

4小数にそろえると、 .2 20
7 2 35= だから、

.2 45 2 20
7>

1式　 /7 4 7
4=  答え　4

7 倍

2式　 /4 7 7
4=  答え　7

4 倍

ある量の何倍かを表すときにも分数を使います。
1塩の重さを1とみたときのさとうの重さを求めま
す。

2さとうの重さを1とみたときの塩の重さを求めま
す。

算数ワールド

1㋐5　㋑10　㋒15　㋓5　2㋐9　㋑9 14のだんの答えの平
へい
均
きん
は

(4+8+12+16+20+24+28+32+36)/9
=180/9=20
5のだんの答えの平均は
(5+10+15+20+25+30+35+40+45)/9
=225/9=25
6のだんの答えの平均は
(6+12+18+24+30+36+42+48+54)/9
=270/9=30
7のだんの答えの平均は
(7+14+21+28+35+42+49+56+63)/9
=315/9=35
8のだんの答えの平均は
(8+16+24+32+40+48+56+64+72)/9
=360/9=40
9のだんの答えの平均は
(9+18+27+36+45+54+63+72+81)/9
=405/9=45

25のだんの答えがたてに9れつならんでいると考
えます。5のだんの答えの和は、平均が 25であ
ることから、平均*個

こ
数
すう
　の式にあてはめて、

25*9=225となります。
たてに9れつならんでいると考えて、
225*9=2025が九九の表の答えの全部の和
になります。

5 5

6 6

九九の表を調べよう　 82〜83ページ
1 1
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1㋐2*6　㋑3*6　㋒3*6　㋓2*6
2㋐1*2*3*4*5*6
㋑1*2*3*4*5*6

1九九の表の答えを九九で表して考えます。ななめ
にかけ合わせた2個

こ
の数の積は、同じ計算の式に

なるので、答えは同じになります。
右のような場所でも、答えは
同じになります。
21*32=(3*7)*(4*8)
 =3*4*7*8
28*24=(4*7)*(3*8)
 =3*4*7*8

2ななめの3個の数をかけ合わせたときの積も、
同じ計算になり、答えは同じになります。

1㋐45　㋑45　㋒15　㋓5
2㋐20　㋑20　㋒180

1十の字の形に囲
かこ
んだときの5個の数の平均は、

まん中の数になるので、5個の数の和は、
まん中の数*5の式で求めることができます。

2十の字の形に囲んだときの9個の数の平均も、
まん中の数になります。9個の数の和は、
まん中の数*9の式で求めることができます。

割合

9、36
0.25、25、25

5年2組 割
わり
合
あい

=比
ひ
かく量

りょう
/基

き
準
じゅん
量
りょう
　で求めます。

5年1組　8/13=0.61…
5年2組　5/7=0.71…
試合数を1とみたとき、勝った試合が5年1組は約
0.6、5年2組は約 0.7にあたるので、5年2組の
ほうが勝った割合が大きいといえます。

13%　250 %　3280 %　4400 %
50.06　60.72　71.3　80.867
90.295

12 %

105 %

割合を表す 0.01が1%です。小数や整数で表さ
れた割合を 100倍すると、百

ひゃく
分
ぶん
率
りつ
で表せます。

10.03*100=3　44*100=400
百分率で表された割合は、100でわると小数で表
せます。
56/100=0.06　886.7/100=0.867
歩
ぶ
合
あい
で表された割合は、1割が 0.1、1分

ぶ
が 0.01、

1厘
りん
が 0.001です。

比かく量は食塩の量で 18 g、基準量はしょう油の
量で 150 gです。百分率で表すから、求めた割合
を 100倍します。
18/150*100=12 12 %
比かく量は今週の利用者数で 231人、基準量は先
週の利用者数 220人です。百分率で表すから、求
めた割合を 100倍します。
231/220*100=105 105 %

2 2

21 24

28 32

3 3

12
84ページ

1
2

85ページ
1 1

2

3

4

2

3

4
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0.36、0.36、90
0.65、0.65、140

450円 図をかくと、次のようになります。

比
ひ
かく量

りょう
□は、基

き
準
じゅん
量
りょう

*割
わり
合
あい

で求めます。□=600*0.75=450 450円
2500 m# 図をかくと、次のようになります。

基準量□は、比かく量/割合
で求めます。□*0.64=1600
□=1600/0.64=2500 2500 m#

64020円 58200円より 10 %高いということは、
58200円の 110 %が昨日の売り上げ高だった
と考えます。図をかくと、次のようになります。

□=58200*(1+0.1)=64020 64020円
520人 昨年の児童数を□人として、その5%少ない人数

が今年の児童数 494人になると考えます。図をか
くと、次のようになります。

□*(1-0.05)=494
□=494/0.95=520 520人

86ページ
1
2

87ページ
1 1

基準量比かく量

2 2

基準量比かく量

3 3

基準量 比かく量

4 4

基準量比かく量
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160 %
220.5 %
3170 %

10.09　21.45　30.725

115　2663　3500

式　10920/21000*100=52　
 答え　52 %

式　420000/1.05=400000　
 答え　40万人

小数や整数で表された割
わり
合
あい
を 100倍すると、百

ひゃく
分
ぶん

率
りつ
で表せます。

10.6*100=60 60 %
20.205*100=20.5 20.5 %
31.7*100=170 170 %
百分率で表された割合は、100でわると小数で表
せます。
19/100=0.09　2145/100=1.45
124/160=0.15 15 %
2850*0.78=663
3□*0.6=300　　□=300/0.6=500
割合=比

ひ
かく量

りょう
/基

き
準
じゅん
量
りょう
　で求めます。比かく量

は校庭の面積 10920 m#で、基準量はしき地の面
積 21000 m#です。また、百分率で表すから、求
めた割合を 100倍します。
昨年の初もうでに来た人の人数を□人として、図を
かくと、次のようになります。

基準量□は、比かく量/割合
の式で求められます。
昨年の初もうでに来た人の人数を□人として、かけ
算の式に表しても求められます。
□*1.05=420000
 □=420000/1.05
 =400000

1式　14*0.65=9.1 答え　9.1 km
2式　8.4/0.7=12 答え　12 km

1比かく量=基準量*割合
で求めます。基準量はＡコースの道のりで、割合
は 65 %（0.65）です。

2Ｂコースの道のりを□ kmとして図をかくと、次
のようになります。

基準量□は、比かく量/割合　の式で求められ
ます。

式　2500*(1-0.2)=2000
 答え　2000円

20 %引きで売るので、売り値
ね
は定

てい
価
か
の 80 %に

なります。

比かく量=基準量*割合　で求めます。

88〜89ページ
1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6 6

7 7

10.8

2500
0.2
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麦わらぼうしの定価を□円として考える。
式　□*(1-0.2)=1200
 □=1200/0.8
 =1500
 答え　1500円

麦わらぼうしの定
てい
価
か
を□円として、その 20 %引

きのねだんが 1200円になると考えます。

比
ひ
かく量

りょう
=基

き
準
じゅん
量
りょう

*割
わり
合
あい
　で求めます。

基準量□を、比かく量/割合　の式で求めてもか
まいません。
1200/(1-0.2)=1500

う 1000円を基準量と考えると、100 %です。
あは 40 %、いは 50 %、うは 70 %、えは 80 %
のねだんを表しています。
1000円の 30 %引きということは、1000円の
70 %になるので、答えはうです。

お得な買い方を考えよう !

1㋐700　㋑70　㋒30　㋓1000　㋔77
㋕23　㋖1700　㋗85　㋘15

2㋐130　㋑182　㋒100　㋓170

実
じっ
際
さい
に使った金

きん
額
がく
が何%引きになるのかを、考え

ます。
1Ａ店　700/1000*100=70

100-70=30 30 %引き

Ｂ店　 / * .91000 1300 100 76
7

…=
100-77=23 23 %引き

Ｃ店　1700/2000*100=85
100-85=15 15 %引き

2Ａ店とＣ店で使う金額を考え、その金額の大きさ
を比
くら
べます。

Ａ店　130*2-130*2*0.3=182（円）
Ｃ店　100*2-100*1*0.3=170（円）
Ｃ店のほうが少ない金額になるので、Ｃ店のほう
が得
とく
です。

1㋐75円　㋑120円　㋒135円　㋓70円
㋔130円　㋕150円　㋖い　㋗あ

2㋐270円　㋑285円　㋒315円　㋓260円
㋔280円　㋕320円　㋖う　㋗あ

1あの割
わり
引
びき
券
けん
を使って買うとき、定価の

100-25=75で、75 %のねだんになります。
㋐100*0.75=75 ㋑160*0.75=120
㋒180*0.75=135 ㋓100-30=70
㋔160-30=130 ㋕180-30=150

2㋐360*0.75=270 ㋑380*0.75=285
㋒420*0.75=315 ㋓360-100=260
㋔380-100=280 ㋕420-100=320

8 8

10.8

1200

9 9

お得な買い方を考えよう! 90〜91ページ
1 1

2 2
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割合とグラフ

18、9
国語、算数

1住
じゅう
宅
たく
地…38 %、水田…32 %、畑…16 %、

山林…8%
22倍　319 km#

1㋐56　㋑25　㋒8　㋓11
2

3

1半径で区切られたそれぞれの部分が何めもりある
かを調べます。1めもりは1%です。

2水田は 32 %、畑は 16 %だから、
32/16=2 2倍

3合計は 50 km#で、住宅地はその 38 %だから
50*0.38=19 19 km#

1㋐20/36*100=55.5…→ 56
㋑9/36*100=25
㋒3/36*100=8.3…→8
㋓4/36*100=11.1…→ 11

2割
わり
合
あい
の大きい順に、左から区切っていきます。

「その他」は最後にかきます。
3割合の大きい順に、右回りに区切っていきます。
「その他」は最後にかきます。

20、17、18
9、162600、0.09、14634

13
92ページ

1
2

93ページ
1

2

1

2

94ページ
1
2
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125 %、30 %、34 %
219 %、15 %、16 %
32020年から 2022年にかけて増

ふ
えた。

42020年から 2021年は減
へ
ったが、2021年

から 2022年は増えた。
5433.5 t
6減った

12020年の長崎県は 25 %のめもりまでありま
す。2021年の長崎県は 30 %のめもりまであ
ります。2022年の長崎県は 34 %のめもりま
であります。

22020年の千葉県は 44 %のめもりまでありま
す。長崎県のめもりが 25 %なので、
44-25=19、2020年の千葉県は 19 %に
なります。

32020 年 25 %、2021 年 30 %、2022 年
34 %と変化しています。

42020 年 19 %、2021 年 15 %、2022 年
16 %と変化しています。

52021年のびわの収
しゅう
かく量

りょう
は 2890 tです。

2021年の千葉県の割
わり
合
あい
は 15 %なので、千葉

県の収かく量は、比
ひ
かく量

りょう
=基

き
準
じゅん
量
りょう

*割合で求
められます。
2890*0.15=433.5 433.5 t

62020年のびわの収かく量は 2650 tです。
2020年の千葉県の割合は 19 %なので、収か
く量は、2650*0.19=503.5（t）
2021年は 433.5 tなので、減っています。

1野菜…39 %
畜
ちく
産
さん
…25 %

米…18 %
いも類…5%

2約8倍
168 %
27%
32136 t

1区切った部分の横の長さが、それぞれ何めもりず
つあるか調べます。1めもりは1%です。

2野菜の産
さん
出
しゅつ
額
がく
は全体の 39 %、いも類の産出額

は全体の5%だから、39/5=7.8 約8倍

3西洋なしの収かく量は 26700 t、新潟県の割合
は8%だから、
26700*0.08=2136 2136 t

1あ45　い38　う12　え5
2

3

1あ225/500=0.45　　45 %
い190/500=0.38　　38 %
う60/500=0.12 12 %
え25/500=0.05 5 %

2割合の大きい順に、左から区切っていきます。「そ
の他」は最後にかきます。

3割合の大きい順に、右回りに区切っていきます。
「その他」は最後にかきます。

95ページ
1 1

96〜97ページ
1

2

1

2

3

物語 科学
図
か
ん

そ
の
他

物語

そ
他
の

科学

図かん

3
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い、お あ0才以上 15才未満の人口の割
わり
合
あい
は、16 %か

ら 14 %に減
へ
っています。

い15才以上 65才未満の人口の割合は、69 %か
ら 66 %に減っているので、正しいといえます。

う65才以上の人口の割合は、15 %から 20 %
に増

ふ
えています。

え65才以上の人口の割合は、
20/15=1.333…（倍）になっています。
お棒
ぼう
グラフから正しいといえます。

算数ワールド

1平行四辺形、ひし形、長方形、正方形
2長方形、正方形
3平行四辺形、ひし形、長方形、正方形
4長方形、正方形
5ひし形、正方形

1残りの1組の向かい合う辺も平行にする。
24つの角をすべて直角にする。
34つの辺の長さをすべて等しくする。
44つの辺の長さをすべて等しくする。
54つの角をすべて直角にする。

1㋓　2㋕

13平行四辺形についていえることです。ひし形、
長方形、正方形は平行四辺形のなかまです。

24長方形についていえることです。正方形は長方
形のなかまです。

5ひし形についていえることです。正方形はひし形
のなかまです。

2長方形はすべての角が直角である平行四辺形と考
えられます。

3ひし形は4つの辺の長さが等しい平行四辺形と考
えられます。

4正方形は4つの辺の長さが等しい長方形と考えら
れます。

5正方形はすべての角が直角なひし形と考えられま
す。

14つの角が等しい→長方形のなかま。となり合う
辺の長さは等しくない→正方形はふくまれない。
なので、㋓。

2となり合う辺の長さが等しい→ひし形のなかま。
直角の角がある→正方形。なので、㋕。

四角形や三角形の面積

14　26　34　46
114　24　38
213　23　315　415

4 4

四角形の関係を調べよう　 98〜99ページ
1

2

3

1

2

3

14
100ページ

1
2
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1たて…4cm、横…5cm　220 cm#

130 cm#　256 cm#

163 cm#　214 m#
（例）

平行四辺形の一部を動かして長方形をつくれば、
長方形の面積=たて*横　の式で、平行四辺形の
面積を求めることができます。
2たて4cm、横5cmの長方形ができるから、平
行四辺形の面積は、4*5=20 20 cm#

平行四辺形の面積=底辺*高さ　の公式にあては
めます。高さは、底辺に垂

すい
直
ちょく
な直線の長さです。

15*6=30 30 cm#
28*7=56 56 cm#
平行四辺形の面積=底辺*高さ　の公式にあては
めます。高さは、図形の外側にとられています。
17*9=63 63 cm#
22.8*5=14 14 m#
どんな形の平行四辺形でも、底辺の長さと高さが等
しければ、面積も等しくなります。

17　26　37　46
114　24　34
215　26　35　46

1底辺…7cm、高さ…4cm　214 cm#

140 cm#　236 m#

127 cm#　213 m#
（例）

三角形の面積は、底辺の長さと高さが等しい平行四
辺形の面積の半分になります。
2底辺が7cm、高さが4cmの平行四辺形の面積
の半分が三角形の面積だから、
7*4/2=14 14 cm#

三角形の面積=底辺*高さ/2　の公式にあては
めます。頂

ちょう
点
てん
から底辺に垂直にかいた直線の長さが

高さです。
18*10/2=40 40 cm#
212*6/2=36 36 m#
三角形の面積=底辺*高さ/2　の公式にあては
めます。高さは、図形の外側にとられています。
16*9/2=27 27 cm#
26.5*4/2=13 13 m#
どんな形の三角形でも、底辺の長さと高さが等しけ
れば、面積は等しくなります。

13　23　327　430、10　545、15

101ページ
1

2

3
4

1

2

3

4

102ページ
1
2

103ページ
1

2
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4
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1㋐8　㋑12　㋒20
24cm#　33倍
44*○=△（○*4=△）　540 cm#
660 cm#　720 cm
825 cm　9比

ひ
例
れい
する。

1㋐8*2/2=8
㋑8*3/2=12
㋒8*5/2=20

4表をたてにみると、高さ○ cmの4倍が面積
△ cm#になっています。

54の式の○に 10をあてはめます。
4*10=40 40 cm#

64の式の○に 15をあてはめます。
4*15=60 60 cm#

74の式の△に 80をあてはめます。
4*○=80　○=80/4=20 20 cm

84の式の△に 100をあてはめます。
4*○=100　○=100/4=25 25 cm

9高さが2倍、3倍、……になると、面積も2倍、
3倍、……になるので、面積と高さは比例します。

2、8、20
4、8、16
19、23、30.5

1底辺…11 cm、高さ…4cm　222 cm#

1たて…4cm、横…6cm　212 cm#

1120 cm#　218 cm#

約 29.5 cm#

1台形を2つ合わせてできる平行四辺形の底辺の長
さは、台形の上底+下底の長さ　になります。

2台形ＡＢＣＤの面積は、平行四辺形ＡＢＥＦの面積
の半分になるから、11*4/2=22 22 cm#

1ひし形の4つの頂
ちょう
点
てん
を通る直線を、対角線と平行

にかくとできる長方形のたてと横の長さは、ひし
形の2つの対角線の長さになります。

2ひし形ＡＢＣＤの面積は、長方形ＥＦＧＨの面積の
半分になるから、4*6/2=12 12 cm#

1台形の面積=（上底+下底）*高さ/2　の公式
にあてはめます。高さは図形の外側にあります。
(12+8)*12/2=120 120 cm#

2ひし形の面積=一方の対角線*もう一方の対角
線/2　の公式にあてはめます。
3*12/2=18 18 cm#

形の内側に完全に入っている方
ほう
眼
がん
を1cm#、一部が

形にかかっている方眼を1cm#の半分と考えて、お
よその面積を求めます。
形の内側に完全に入っている方眼は 10個

こ
、一部が

形にかかっている方眼は 39個だから
10+39/2=29.5 約 29.5 cm#

105ページ
1 1

106ページ
1
2
3

107ページ
1

2

3

4

1

2

3

4

23/12/14 ぴったり _教出算数５年 _解答

抜校



40

1式　7*4=28 答え　28 cm#
2式　3*7=21 答え　21 m#
3式　6*8/2=24 答え　24 cm#
4式　10*7.5/2=37.5 答え　37.5 cm#
1式　(3+7)*5/2=25 答え　25 cm#
2式　(10.5+7.5)*6/2=54
 答え　54 cm#
3式　10*7/2=35 答え　35 m#
う、お

15*○=△（○*5=△）　245 cm#
317 cm

約 94 km#

135 cm#　263 cm#

12平行四辺形の面積=底辺*高さ
の公式にあてはめます。

34三角形の面積=底辺*高さ/2
の公式にあてはめます。

12台形の面積=（上底+下底）*高さ/2
の公式にあてはめます。

3ひし形の面積=一方の対角線*もう一方の対角線
/2　の公式にあてはめます。
形がちがっても、あの三角形と底辺の長さも高さも
等しければ、あの三角形の面積とその三角形の面積
は等しくなります。
1表をたてにみると、高さ○ cmの5倍が
面積△ cm#になっています。

21の式の○に9をあてはめます。
5*9=45 45 cm#

31の式の△に 85をあてはめます。
5*○=85　　○=85/5=17 17 cm

形の内側に完全に入っている方
ほう
眼
がん
を1km#、一部が

形にかかっている方眼を1km#の半分と考えて、お
よその面積を求めます。形の内側に入っている方眼
が 69個

こ
、一部が形にかかっている方眼が 50個だ

から、
69+50/2=94 約 94 km#
1（解

と
き方1）右の図で、

三角形ＡＢＣの面積か
ら三角形ＤＢＣの面積
をひいて求めます。
8.2+5.8=14
5+3=8から、
14*8/2-14*3/2=35 35 cm#
（解き方2）三角形ＡＢＤと三角形ＡＣＤの面積の
和を求めます。
5*8.2/2+5*5.8/2=35 35 cm#

22つの三角形に分けて求めます。
12*6/2+12*4.5/2=63 63 cm#

正多角形と円

角の大きさ、正八角形、角の大きさ
あ60　い60　う120

108〜109ページ
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う、正七角形

140&　2

辺の長さがすべて等しく、角の大きさもすべて等し
い多角形を、正

せい
多
た
角
かく
形
けい
といいます。うは、7つの辺

の長さがすべて等しく、7つの角の大きさもすべて
等しくなっています。このような七角形を、正七角
形といいます。
1円の中心の周りの角を9等分するように半径をか
いて、9つの頂

ちょう
点
てん
を決めれば、正九角形をかくこ

とができます。円の中心の周りの角度は 360&
なので、360/9=40で、40&に等分すれば
よいことになります。

2半径と円が交わった点を順に結んでいきます。

1あ72&　い54&　う108&
2え45&　お67.5&　か135&

正五角形は合同な二等辺三角形が5つ、正八角形は
合同な二等辺三角形が8つ集まった形になっていま
す。また、円の中心の周りの角度は 360&です。
1あ360/5=72 72&
い(180-72)/2=54 54&
う54*2=108 108&

2え360/8=45 45&
お(180-45)/2=67.5 67.5&
か67.5*2=135 135&

プログラミングにちょう戦

あ1　い90　う1　え90　お1

あ72　い2　う72　え2　お72
か2　き72　く2　け72

「□前に進みます」は、□に入っている数だけ、ロボッ
トは進みます。1辺が1cmの正方形を進むので、
□には1を入れます。
角までロボットが進むと、回転する命令を出します。
「□&左に回転します」は、□に入っている角度だけ
ロボットが回転します。正方形の1辺をまっすぐ進
んだロボットは、角で 90&回転します。
ロボットを動かして正五角形をかきます。命令は上
から順に実行します。
「□前に進みます」は、□に入っている数だけ、ロボッ
トは進みます。1辺が2cmの正五角形を進むので、
□には2を入れます。
角までロボットが進むと、回転する命令を出します。
「□&左に回転します」は、□に入っている角度だけ
ロボットが回転します。正五角形の1辺をまっすぐ
進んだロボットは、角で回転します。
正五角形を5つの三角形に分けると、

あの角度は、360/5=72　72&
いの角度は、(180-72)/2=54　54&
だから、うの角度は、54*2=108
108&になります。
まっすぐ進んだロボットは、

180-108=72　72&回転して進みます。

111ページ
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110、31.4
23.5、3.14、21.98
24、3.14

128.26 cm　240.82 m

128.27 cm　214.28 m

1比
ひ
例
れい
している。　256.52 cm

約 1.3 km

円周=直径*円
えん
周
しゅう
率
りつ
　の式、または

円周=半径*2*円周率　の式にあてはめます。
19*3.14=28.26 28.26 cm
26.5*2*3.14=40.82 40.82 m
1直径 11 cmの円周の半分と直径の長さの和にな
ります。
11*3.14/2+11=28.27 28.27 cm

2半径4mの円周の 4
1 と半径2つ分の長さの和に

なります。4*2*3.14/4+4*2=14.28
 14.28 m
1

直径が2倍、3倍、……になると、それにともなっ
て円周も2倍、3倍、……になっているので、円
周の長さは直径の長さに比例しています。

218*3.14=56.52 56.52 cm
直径の長さを□ kmとして式に表し、答えを求めま

す。□*3.14=4　　□ / .. 74 3 14 1 2
3
…= =

 約 1.3 km

1正三角形、120&　2正五角形、72&

1式　12*3.14=37.68
 答え　37.68 cm
2式　8.5*2*3.14=53.38
 答え　53.38 m
3式　47.1/3.14/2=7.5 答え　7.5 cm

13本の直線で囲
かこ
まれた正

せい
多
た
角
かく
形
けい
を、正三角形とい

います。正三角形は、360/3=120より、円
の中心の周りの角を 120&ずつ等分する方法で
かくことができます。

25本の直線で囲まれた正多角形を、正五角形とい
います。正五角形は、360/5=72より、円の
中心の周りの角を 72&ずつ等分する方法でかく
ことができます。

1円周=直径*円周率　の式にあてはめます。
2円周=半径*2*円周率　の式にあてはめます。
3半径の長さを□ cmとして式に表し、答えを求め
ます。
□*2*3.14=47.1
□=47.1/3.14/2=7.5 7.5 cm

114ページ
1

2

115ページ
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円周（cm）3.14 6.28 9.42 12.56 15.7 18.84
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円の中心の周りの角を8等分するように半径をかい
て、8つの頂

ちょう
点
てん
を決めれば、正八角形をかくことが

できます。円の中心の周りの角度は 360&なので、
360/8=45で、45&ずつ等分します。

式　 * . * 973 14 370 150 2 0
00 03

=
33000 cm=330 m 答え　約 330 m

1式　2*4+2*2*3.14=20.56

 答え　20.56 cm
2式　(4+6)*3.14/2+4*3.14/2

+6*3.14/2=31.4
 答え　31.4 cm

1式　200-52.9*2=94.2
94.2/3.14=30 答え　30 m

2式　32*3.14-30*3.14=6.28
 答え　6.28 mずつずらす。

タイヤが1回転すると、タイヤの円周の長さだけ進
みます。よって、タイヤが 150回転すると、タイ
ヤの円周の 150倍進むことになります。

1かどの 4
1 の円を4つ合わせると、半径が2cm

の円になります。よって、半径が2cmの円周の
長さと2cmの辺を4つ合わせた長さが、周りの
長さになります。

2直径が4cmの円周の長さの半分、直径が6cm
の円周の長さの半分、直径が 10 cmの円周の長
さの半分を合わせた長さになります。

1半円2つのカーブのいちばん内側の長さは、
200 mから2つの直線部分の長さをひいた長さ
で、200-52.9*2=94.2　94.2 mです。
長方形のたての長さは、半円の直径の長さだから、
94.2/3.14=30で、30 mです。

22コースの内側の半円の直径は、1コースの内側
の半円の直径より2m長くなり、32 mになりま
す。よって、カーブの部分の長さが
32*3.14-30*3.14=6.28 で、6.28 m
長くなります。この 6.28 mだけ前にずらせば、
ゴールの位置は同じになります。
3コース、4コースについても同じように考えら
れるので、どのコースも 6.28 mずつずらせば
ゴールの位置は同じになります。

角柱と円柱

1長方形　25　38
1円　2曲面

3
45°

6cm

3

4

5

6

4

5

6
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1底
てい
面
めん
…四角形　名前…四角柱

2底面…円　　　名前…円柱
3底面…三角形　名前…三角柱

角
かく
柱
ちゅう
や円
えん
柱
ちゅう
の底面は、向きに関係なく、合

ごう
同
どう
で平行

な2つの面です。
1 2

3

1平行　2垂
すい
直
ちょく
　3長方形、正方形（順不同）　

4曲面

1㋐12　㋑18　㋒8
2頂

ちょう
点
てん
の数…□*2　　辺の数…□*3

面の数…□+2

角柱には、次の性
せい
質
しつ
があります。

・2つの底面は合同な多角形
・2つの底面は平行
・側面は長方形か正方形
円柱には、次の性質があります。
・2つの底面は合同な円
・2つの底面は平行
・側面は曲面
また、角柱の底面と側面は垂直です。
2表をたてにみて考えます。
頂点の数は1つの底面の辺の数の2倍、辺の数は
1つの底面の辺の数の3倍、面の数は1つの底面
の辺の数に2を加えたものになっています。

合同、

7、4、12.56

角柱の見取図は、平行な辺は平行に、同じ長さの辺
は同じ長さにかきます。また、見えない辺は点線で
かきます。

119ページ
1 1
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（例） 角柱の展
てん
開
かい
図
ず
は、1つの面をかき、となり合う面を

順にかいていきます。また、切り開いていない辺は
点線でかきます。展開図のかき方は、いくつもあり
ます。

1たて…3cm　横…約 9.4 cm
2（例）

1長方形の2つの辺の長さは、それぞれ円柱の高さ
と、底面の円

えん
周
しゅう
の長さに等しくなります。円柱の

高さは3cmで、底面の円周の長さは
1.5*2*3.14=9.42で、約 9.4 cmです。

2円柱の展開図は、側面を長方形にしてかき、つな
がっている2つの底面をかきます。

1底面…五角形　名前…五角柱
2底面…円　　　名前…円柱
3底面…三角形　名前…三角柱

角柱や円柱の底面は、向きに関係なく、合同で平行
な2つの面です。下側にある面という意味ではあり
ません。
1 2 3

1七角柱　2底面…2、側面…7　314
421

あ、う、お

1底面が七角形なので、七角柱です。
2角柱には底面が2つあり、側面は1つの底面の辺
の数だけあります。

3角柱の頂
ちょう
点
てん
は、1つの底面の辺の数の2倍ありま

す。7*2=14で、七角柱には 14あります。
4角柱の辺は、1つの底面の辺の数の3倍あります。

7*3=21で、七角柱には 21あります。
角柱には、次の性

せい
質
しつ
があります。

・2つの底面は合同な多角形
・2つの底面は平行
・側面は長方形か正方形
円柱には、次の性質があります。
・2つの底面は合同な円
・2つの底面は平行
・側面は曲面
あ～おの中で、いとえは円柱の性質になります。

2 2

3 3

122〜123ページ
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（例） 1つの面をかき、となり合う面を順にかいていきま
す。また、切り開いていない辺は点線でかきます。
ほかのかき方もあるので、考えてみましょう。

16cm　22cm

1点Ａ、点Ⅰ　2辺ＤＥ
3平行…面あ　垂

すい
直
ちょく
…面い、面う、面え

4辺ＡＢ…2cm　高さ…8cm

1側面の長方形のたての長さが高さになります。
2側面の長方形の横の長さは、底

てい
面
めん
の円
えん
周
しゅう
の長さに

等しくなっています。底面の円の半径を□ cmと
すると、□*2*3.14=12.56
□=12.56/3.14/2=2 2cm
展
てん
開
かい
図
ず
を組み立てると、右の

図のようになります。
1点Ｃは点Ａと点Ⅰと重なり
ます。

2辺ＡＢは辺ＣＢ、辺ＡＪは
辺ⅠＪ、辺ＣＤは辺ⅠＨ、
辺ＤＥは辺ＨＧ、辺ＥＦは辺ＧＦと重なります。

3面おは底面なので、底面の面あと平行になります。
また底面の面おは側面の面い、面う、面えと垂直
になります。

4辺ＡＢは辺ＨＧと同じ長さの2cmです。

算数を使って考えよう

1月…10月
金
きん
額
がく
…95万円

25万円
332万円

1左の棒
ぼう
グラフから金額をよみとります。棒がいち

ばん長いのは 10月です。
いちばん小さいめもりは5万円を表しているので、
10月の売り上げ金額は 95万円だとわかります。

211月は、80万円ちょうどのところまで棒がの
びています。12月は 75万円です。
80万-75万=5万になります。

3右の円グラフのまくのうち弁
べん
当
とう
の割
わり
合
あい
をよみとり

ます。
11月の売り上げは 80万円で、まくのうち弁当
の割合は 40 %です。
比
ひ
かく量

りょう
=基

き
準
じゅん
量
りょう

*割合
で求められるので、
800000*0.4=320000

11月の売り上げ全体が基準量で、
まくのうち弁当が比かく量だとよみとれているかを見て
あげましょう。

4 4

5

6

5

6
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4640個
こ

5からあげ弁当

1（例）　あの割
わり
引
びき
券
けん
を使うほうが安くなります。

なぜなら、あを使うと、500-100=400
400円
いを使うと、500*(1-0.15)=425
425円になるからです。

2200 ml
3 （例） 　割引券を使うと、20 %引きになるので、

ホットケーキセットは 80 %の金額にな
ります。
700*(1-0.2)=560　560円

411月のまくのうち弁
べん
当
とう
の売り上げ金

きん
額
がく
は 32万

円。まくのうち弁当1個の金額は 500円なので、
320000/500=640　640個売れたことが
わかります。

5右の円グラフのからあげ弁当とハンバーグ弁当の
割
わり
合
あい
からよみとります。

からあげ弁当は 15 %、ハンバーグ弁当は 12 %
だから、からあげ弁当のほうが売り上げが多くな
ります。

1先にどちらが安いかの答えを書いて、そのあとで
「なぜなら……」と理由を書きましょう。
いの割引券を使うと、ワッフルの金額が 15 %
引きになるので、ワッフルを 85 %で買うこと
ができます。

2増
ぞう
量
りょう
前
まえ
のドリンクの量を基

き
準
じゅん
量
りょう
と考えて□mlと

します。基準量から 20 %増
ふ
えた量が 240 ml

になるので、
□*(1+0.2)=240
 □=240/1.2
 　=200

3うの割引券を使うと、ホットケーキセットの金額
が 20 %引きになるので、(1-0.2)=0.8
80 %で買うことができます。

5年のまとめ

16.705　2206　30.781　45
5100　613

2整数や小数を 100倍すると、位が上がって、
小数点が右へ2けた移

うつ
ります。

3整数や小数を 01
1 にすると、位が下がって、

小数点が左へ1けた移ります。
4分数をわり算の式で表すときには、分子をわられ

る数、分母をわる数にします。 /
△

○

○ △=

5 100
1 の位までの小数は、100を分母とする分

数で表すことができます。
6整数は1を分母とする分数で表すことができます。

1公約数…1、2、4、8　　公倍数…48 116の約数　1、2、4、8、16
24の約数　1、2、3、4、6、8、12、24
16と 24の公約数は、1、2、4、8です。
60以下の 16の倍数　16、32、48
60以下の 24の倍数　24、48
60以下の 16と 24の公倍数は、48です。

2 2

126ページ
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2公約数…1、3
公倍数…12、24、36、48、60

15.04　2137.28　30.645　46.283

212の約数　1、2、3、4、6、12
3の約数　1、3
12と3の公約数は、1と3です。
60以下の 12の倍数　12、24、36、48、60
12の倍数はすべて3でわりきれるので、60以
下の 12と3の公倍数は、12、24、36、48、
60です。

1 2

3 4

114.5　28.5 1 2

1
2
21

5 1 21
4

c m　2
1
15

7 1 15
2

c m　3 3 1
3 3

10
c m　

4
1

18　5 112
13

12
1

c m　6 2 15
8

15
38
c m

1 7
6

3
1

21
18

21
7

21
25 1 21

4+ = + = =d n

2 30
34

6
5

10
3

30
25

30
9

15
17 1 15

2

15

17
+ = + = = =f p

3

4 1 1
8

1
1

2
1

9
4

8
9

8 8- = - =

5
7

12
1

4 3
2

12
21 8

12
3 1 12

1- = - = =d n

6 01 0 1 0 2 23 6
5
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3 3 3

25
3
9

15
8

3
16

15

8
= = =- -

式　6.5*0.8=5.2 答え　5.2 m#
式　60/1.8=33あまり 0.6
 答え　33人に配れて、0.6 dlあまる。

小数のかけ算で求めます。
小数のわり算で求めます。6lを 60 dlにしてか
ら計算し、商を整数で求め、あまりを出します。
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0
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0
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0
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120 m$

1あ70&　2い102&

128 cm#　2108 cm#

38.55 m

13760 cm$　2504 m$

直方体の体積=たて*横*高さ
3*5*8=120 120 m$
三角形の3つの角の大きさの和は 180&、四角形の
4つの角の大きさの和は 360&です。
あ180-(40+70)=70 70&
い360-(95+85+78)=102 102&
三角形の面積=底

てい
辺
へん

*高さ/2
平行四辺形の面積=底辺*高さ　の公式にあては
めます。
17*8/2=28 28 cm#
29*12=108 108 cm#
半径 7.5 mの円

えん
周
しゅう
の半分と半径の2倍の長さの和

になります。
7.5*2*3.14/2+7.5*2=38.55
 38.55 m
1右のあ、いの2つの直方体に
分けて求めます。
あ20*16*10=3200
い20*4*7=560
3200+560=3760 3760 cm$
次のように考えることもできます。

2右のあ、いの2つの直方体に
分けて求めます。
あ6*10*6=360
い6*4*6=144
360+144=504 504 m$
次のように考えることもできます。

（例） 角
かく
柱
ちゅう
の展
てん
開
かい
図
ず
は、1つの面をかき、となり合う面を

順にかいていきます。また、切り開いていない辺は
点線でかきます。

127ページ
1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

あ+い あ-い

あ+い+う あ-い-う
6 6
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15*○+100=△（100+5*○=△）
2○+△=80（80-○=△）
331*○=△
比
ひ
例
れい
するもの…3

2つの数量の関係を表に表すと、次のようになりま
す。
1

2

3

○の量が2倍、3倍、……になると、
△の量も2倍、3倍、……になっているのは3で、
この2つの量は比例しています。

1

21.5*○=△（○*1.5=△）　316 cm

1式　3200*(1-0.2)=2560
 答え　2560円
2Ａ店

2表をたてにみると、面積△ cm#は高さ○ cmの
1.5倍になっているので、1.5*○=△という式
で表せます。

32の式に△=24をあてはめます。
1.5*○=24　　○=24/1.5=16 16 cm

1定
てい
価
か
の 20 %引きで売っているので、売り値

ね
は

定価の 80 %にあたります。

2Ｂ店は、3200-600=2600で、2600円で
売っています。

1式　720/960*100=75 答え　75 %
2式　960*0.15=144 答え　144 m#

1割
わり
合
あい

=比
ひ
かく量

りょう
/基

き
準
じゅん
量
りょう
　で求めます。

百
ひゃく
分
ぶん
率
りつ
で表すから、求めた割合を 100倍します。

2比かく量=基準量*割合　で求めます。
百分率で表された割合は、小数になおしてから式
にあてはめます。
円グラフに表すときには、割合の大きい順に、右回
りに区切っていきます。

128ページ
1 1

くぎの本数○（本） 1 2 3 4 5
全体の重さ△（g） 105 110 115 120 125

使ったページ○（ページ） 1 2 3 4
残りのページ△（ページ） 79 78 77 76

ガソリンの量○（l） 1 2 3 4 5
道のり △（km）31 62 93 124 155

2 高さ（cm） 1 2 3 4 5
面積（cm#） 1.5 3 4.5 6 7.5

3

2

3

4

5

4

5
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152.087　230.6　30.01049

あ、か

1あ110&　2い120&

辺ＨⅠの長さ…2.7 cm　角Ｆの大きさ…150&

2100倍すると、位が上がって、小数点は2けた
右へ移

うつ
ります。

3 1000
1 にすると、位が下がって、小数点は3け

た左へ移ります。
かけ算では、1より小さい数をかけると積はかけら
れる数より小さくなり、わり算では、1より大きい
数でわると商はわられる数より小さくなります。
あ180-(30+40)=110 110&
い360-(55+135+50)=120 120&
合同な図形では対

たい
応
おう
する辺の長さや角の大きさが等

しくなっています。
19.01　23.368　35.0375　445
50.015　62.5　70.056　82.4
91.2　00.71
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あ、う

1180 cm$　24050 cm$

127000 cm$　227 l

10.4569　24.9605

1○*4=△（4*○=△）　213分

式　6.4*0.75=4.8 答え　4.8 m#

式　82.9/6.3=13あまり1
 答え　13個

こ
作れて1cmあまる

24 cm

合
ごう
同
どう
な三角形は、下のどれかがわかればかくことが

できます。
・3つの辺の長さ
・2つの辺の長さとその間の角の大きさ
・1つの辺の長さとその両はしの角の大きさ
14*7.5*6=180 180 cm$
2いろいろな求め方がありますが、欠けている部分
をおぎなって直方体をつくり、その体積から欠け
た部分をひいて求めると、
12*30*15-6*15*15=4050

 4050 cm$
120*45*30=27000 27000 cm$
21l=1000 cm$だから、27000 cm$=27 l
24.9605は5より 0.0395小さく、5.0469は

5より 0.0469大きいので、4.9605のほうが
5に近い数です。

21で求めた式に、△=52をあてはめます。
○*4=52　　○=52/4=13 13分

1lでぬれる面積*ペンキの量　の式で求めること
ができます。
テープの長さ/輪かざりの長さ　の式で求めるこ
とができます。商は整数で求めて、あまりを出しま
す。
立方体の体積は、12*12*12=1728（cm$）
直方体の高さを□ cmとすると、8*9*□=1728
□=1728/8/9=24 24 cm

1 3
2　21 4

3
1分母と分子を6でわります。1 3

2
8

12

3

2
=

2分母と分子を 12でわります。 81 1 4
3

4
36

4

3
=

1<　2> 通
つう
分
ぶん
して、分子の大小を比

くら
べます。

1 7
4

56
32= 、 56

3
8
5 5= なので、7

4
8
5< です。

2 6
11

30
55= 、10

17
30
51= なので、 6

11
10
17> です。

1 9
2　2 13

5
3
2

c m わる数を分母、わられる数を分子として表します。

1 /2 9 9
2=

2 / 125 15 3 1 3
5 2

5
25

3

5
= = =d n

6

7

8

9

10

11

12

13

6

7

8

9

10

11

12

13

1 1

2 2

3 3
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1 1 9
10
19

10c m　2 20
1

10
1 の位までの小数は 10を分母とする分数で、

100
1 の位までの小数は 100を分母とする分数で

表します。

2 1 20
1

00
5

20

1
=

偶
ぐう
数
すう
…32、870

奇
き
数
すう
…3、17、25、123、9999

152 %　20.07　334.7 %
41.55

式　(61+65+58+62+63)/5=61.8
 答え　61.8 g

1 28
23　2 7

5　3 4 3 3
1 13
c m　4

1 133 4 4c m

5 12
5 　6 15

11　71 21
8

21
29
c m　8

11 5 5
6
c m

9 5 1 5
8 3
c m　0 9

1　Q 2
1

0
7　W 5

3

2でわったとき、わりきれる整数を偶数、1あまる
整数を奇数といいます。
小数や整数で表された割

わり
合
あい
は 100倍すると百

ひゃく
分
ぶん
率
りつ

で、百分率で表された割合は 100でわると小数や
整数で表せます。
平
へい
均
きん

=合計/個
こ
数
すう
　の式で求めます。

2
15

3
5

21
8 1

21
8

21
7

721

5

7
+ = + = =

3
21 3
3

4 11 5
3 2 15

11
15
9 2 15

11
4

315
0= = =+ +

5 4
3

3
1

12
9

12
4

12
5- = - =

7

8 11 15
7 1 15

7 1
1

13
2

15
10

5
5
1

5
3- = - = =

9
2

3
2

5
4

15
2

15
2

15
10

15
12

5

8

5
8

15
4+ + = + + = =

1最
さい
小
しょう
公
こう
倍
ばい
数
すう
…70　　最

さい
大
だい
公
こう
約
やく
数
すう
…7

2最小公倍数…54　　最大公約数…18

1㋐34　㋑23　㋒14　㋓11　㋔18
2

114の倍
ばい
数
すう
…14、28、42、56、70、…

35の倍数…35、70、…
最小公倍数は 70

1㋐ / * .141 120 100 34 …=  34 %
㋑ / * .328 120 100 23 …=  23 %
㋒ / * .117 120 100 14 …=  14 %

㋓ / * .100 113 120 0 8
1

…=  11 %

㋔ / * .120 100 121 7 5
8

=  18 %
2割合の大きい順に、時計回りに区切っていきます。
「その他」は最後にかきます。

4 4

5

6

7

8

5

6

7

8

42
16

3 14
3 1 6

5 3 42
9 1 42

35 2 42
51 1 42

35

1 1 21
8

21

8

- = - = -

= =

9

10
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あ

式　5.4/10=0.54
05.. *0 54 565 3 1=  答え　約 305 m

式　470*(1+0.1)=517 答え　517人
式　2600/(1-0.2)=3250
 答え　3250円

1m#あたりの人数か1人あたりの面積のどちらか
の大きさで比

くら
べます。1m#あたりの人数で比べると、

あ8/6=1.333… 約 1.33人
い9/7=1.285… 約 1.29人
う10/8=1.25 1.25人
1m#あたりの人数がいちばん多いあの砂

すな
場
ば
が、い

ちばんこんでいます。
1歩

ぽ
の歩はばを求めてから、歩はば*歩数　の式

で、およその長さを求めます。
昨年の人数の 110 %が、今年の人数にあたります。
定
てい
価
か
の 80 %が売り値

ね
2600円にあたります。定

価を□円とすると、□*(1-0.2)=2600の式が
できます。この式から□を求めます。

い、名前…正五角形　え、名前…正七角形
1四角柱　2円柱　3三角柱　4六角柱

1上底　22
1円

えん
周
しゅう
率
りつ
　2底面、側面

177 cm#　215 cm#　397.5 cm#　418 m#

151 cm#　2108 cm#

約 19 cm#

1式　3.4*2*3.14=21.352
 答え　21.352 cm
2式　7*2*3.14/4+14=24.99
 答え　24.99 cm

底
てい
面
めん
がどんな図形であるか調べます。底面は、合

ごう
同
どう

で平行な2つの面です。
1底面は四角形なので、四

し
角
かく
柱
ちゅう
です。

2底面は円なので、円
えん
柱
ちゅう
です。

3底面は三角形なので、三角柱です。
4底面は六角形なので、六角柱です。

111*7=77 77 cm#
23*5=15 15 cm#
315*13/2=97.5 97.5 cm#
46*6/2=18 18 m#
1(7+10)*6/2=51 51 cm#
26*2=12　　9*2=18

12*18/2=108 108 cm#
形の内側に完全に入っている方

ほう
眼
がん
を1cm#、一部が

形にかかっている方眼を半分の 0.5 cm#と考えて、
面積を求めます。形の内側に完全に入っている方眼
は 10個

こ
、一部が形にかかっている方眼は 18個だ

から、10+18/2=19 約 19 cm#
円
えん
周
しゅう
の長さ=直径*円周率　です。

2円周の 1
4 に、半径と同じ7cmの辺を2つたし

ます。

11

12

13

14

11

12

13

14
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（例） 円柱の展
てん
開
かい
図
ず
は、側面を長方形にしてかきます。側

面の長方形の大きさは、たてが円柱の高さ4cm、
横が底面の円周の長さ　3*3.14=9.42で、
約 9.4 cmになります。

四角柱 展開図を組み立てると、右のような、
底面が台形の四角柱ができます。

あ40&　い140&

式　6*8/2+6*7/2=45
 答え　45 cm#

式　70*3.14=219.8
./ .199000 219 8 905 3…=

 答え　905回転

正九角形は、円の中心の周りの角を9等分する方法
でかくことができます。
円の中心の周りの角は 360&です。
あ360/9=40 40&
い(180-40)/2=70　　70*2=140
 140&
（解

と
き方1）底辺6cm、高さ8cmの三角形、底辺

6cm、高さ7cmの三角形に分けて面積を求め、
その2つの面積をたします。
（解き方2）右の図で、
三角形ＡＢＣの面積か
ら三角形ＤＢＣの面積
をひいて求めます。
車輪が1回転すると、車輪の円周の長さだけ進みま
す。よって、1.99 kmの道のりを車輪の円周の長
さでわれば、何回転したかがわかります。長さの単
位に注意しましょう。
70*3.14=219.8（cm）
1.99 km=199000 cm

/ .. 3199000 219 8 905 …=  905回転

9 9

10 10

11

12

13

11

12

Ａ

Ｂ Ｃ
13
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168　20.634
10.437　220.57　3156

43.25　5　　　　　6　　

　 、2、　　 、　　、0.5

う、あ、い
136　2奇

き
数
すう

16人　
2えん筆…4本、消しゴム…3個

こ

16cm　236 cm#
19 cm$
1三角柱　26cm　312 cm
辺ＡＣ、角Ｂ
108&
500 ml
1式　72/0.08=900　

答え　900 t
2

3

1式　(7+6+13+9)/4=8.75
答え　8.75本

2㋐
1

2○*3.14= 　3比
ひ
例
れい

4短いのは…直線アイ（の長さ）
　わけ…（例）1つの円の円周の長さは
　　　　　　直径の 3.14倍で、直線
　　　　　　アイの長さは直径の3倍
　　　　　　だから。

1小数点を右に2けた移
うつ
します。

2小数点を左に1けた移します。小数点の左に0をつけく
　わえるのをわすれないようにしましょう。
分数をそれぞれ小数になおすと、

　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　、

　　=1+1/3=1+0.33…=1.33…

例えば、あ、うの速さを、それぞれ分速になおして比
くら
べます。

あ 15*60=900　分速 900 m
う 60 kmは 60000 mで、60000/60=1000
　分速 1000 m
19と12の最小公倍数を求めます。
2・ 2組の人数は1組の人数より1人多い
・ 2組の人数は偶

ぐう
数
すう
だから、1組の人数は、偶数-1で、

奇数になります。
124と18の最大公約数を求めます。
1台形ＡＢＣＤの高さは、三角形ＡＣＤの底辺を辺ＡＤとしたと
　きの高さと等しくなります。12*2/4=6（cm）　
2(4+8)*6/2=36（cm#）
例えば、右の図のように、3つの
立体に分けて計算します。
あ6*1*1=6（cm$）
い(3+1)*(5-1-1)*1=12（cm$）
う1*1*1=1（cm$）
だから、あわせて、6+12+1=19（cm$）
ほかにも、分け方はいろいろ考えられます。
3ＡＢの長さは、底面のまわりの長さになります。
　だから、5+3+4=12（cm）
辺ＡＣの長さ、または角Ｂの大きさがわかれば、三角形をか
くことができます。
正五角形は5つの角の大きさがすべて等しいので、
1つの角の大きさは、540&/5=108&
これまで売られていたお茶の量を□mlとして式をかくと、
□*(1+0.2)=600
□を求める式は、600/1.2=500
1（比べられる量）/（割合）でもとにする量が求められます。
21組と4組の花だんは面積がちがいます。花の本数でこみ
ぐあいを比べるときは、面積を同じにして比べないと比べ
られないので、㋐はまちがっています。

3「比例の関係」、「比例している」など、「比例」ということば
が入っていれば正

せい
解
かい
です。

4わけは、円周の長さと直線アイの長さがそれぞれ直径の何
倍になるかで比べられていれば正解とします。

1

2

1 1
5
6

5d n 6
1

3 5
2 1 3

1
4
3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

米 麦 みかん ピーマン その他 合計

生産量（t） 315 225 180 72 108 900

割合（％）
わりあい

8202535 12 100

ある町の農作物の生産量
農作物の種類
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15

直径の長さ（○cm）

円周の長さ（　cm）

1 2 3 4

3.14 6.28 9.42 12.56
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